
平成２８年５月２１日、宗像地区事務組合の組合長が交代しました 平成２８年５月２１日、宗像地区事務組合の組合長が交代しました 
組合長   谷井博美（宗像市長） 　副組合長  小山達生（福津市長） 
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企画編集

対象 宗像市・福津市在住の小学４・５・６年生 
テーマ 「かけがえのない水」 
応募締切 ９月６日（火） 
■問い合わせ 宗像地区事務組合総務課 ☎62・0031 
 ＨＰ http://www.munakatajimu.or.jp/ 

　飲み水（水道）に関する理解や関心を深めていただく
ため、絵画作品（ポスター）を募集します。 
 　詳しくは、宗像地区事務組合ホームページを御覧いた
だくか、宗像地区事務組合までお問い合わせください。

宗像地区事務組合「わたしたちの水」絵画コンクール作品募集

　宗像地区を含む福岡都市圏と筑後川水源地域（今年は福岡県大刀洗町）に住む子どもたちに施設見学やグルー
プ活動を通して、水源地や水の大切さを知ってもらうため、『ありがとう「水」ふれあい交流会』を実施します。 
内容 交流会（福岡タワー）、施設見学（海水淡水化施設、マリンワールド海の中道） 
日時 ８月４日（木）９:１５～１７:３０ 
集合、解散場所 福岡市役所（福岡市中央区天神１-８-１） 
対象 福岡都市圏に住む小学５・６年生 ※原則として保護者は参加できません。 
募集人員 ４０人 　参加料 無料（昼食付き） 　応募期限 ７月２０日（水）必着 
応募方法 はがき、ＦＡＸ、メールのいずれかで応募者全員分の①郵便番号②住所③氏名（ふりがな）④性別
⑤電話番号⑥保護者の緊急連絡先⑦学校名、学年を明記 
応募先 福岡都市圏広域行政事業組合「ふれあい交流会」宛 
郵送 郵便番号810-8620福岡市中央区天神１-８-１ 福岡市役所内 
 ＦＡＸ 092・733・5005  メール fvgv9840@mb.infoweb.ne.jp
■問い合わせ 福岡都市圏広域行政事業組合 ☎092・733・5004 
 ＨＰ http://www.fukuoka-tosiken.jp/ 

給水管漏水時の費用負担について給水管漏水時の費用負担について

平成２８年度宗像地区事務組合経営方針（基本方針）平成２８年度宗像地区事務組合経営方針（基本方針）
宗像地区事務組合は、次の基本方針にのっとり、今年度の事業を展開していきます。 

平成２８年度 宗像地区事務組合予算 平成２８年度 宗像地区事務組合予算 

  宅地内で漏水が発生した場合、給水管等は個人の財
産となりますので、修理等は所有者で対応していただく
こととなります。 
  ただし、道路と宅地の境界から水道メータまでの漏水
に係る修理費用は特例が適用される場合があります。詳
細については宗像地区水道管理センターに確認をお願
いします。 

◆問い合わせ　
宗像地区水道管理センター ☎62･0975 

・安全な事業運営と安定的な
経営を継続する事務組合 

・スリムで効果的な経営を
　行う事務組合 

・関係市との緊密な連携を
　目指す事務組合 

◆宗像地区事務組合一般会計予算 
18 億 2,877 万 8 千円 （前年度比 112.5％）予算額

◆ 宗像地区事務組合水道事業会計予算
収益的収支（御家庭まで給水するための収支）

資本的収支（水道施設を整備・拡充するための収支）

◆宗像地区事務組合急患センター事業特別会計予算 
2 億 4,876 万円 （対前年度比 94.0％）予算額

◆宗像地区事務組合大島簡易水道事業特別会計予算 
1 億 3,644 万 4 千円 （前年度比 54.0％）予算額

◆宗像地区事務組合本木簡易水道事業特別会計予算
755 万 6 千円 （前年度比 128.5％） 予算額

歳入内訳
歳出内訳

分担金及び負担金
1,553,372千円

使用料及び手数料 
2,763千円

財産収入
744千円
繰入金
1千円
繰越金
24,200千円 
諸収入
3,158千円
組合債（消防債） 
244,500千円 

衛生費
167,358千円

総務費
36,823千円

議会費
2,448千円

予備費
7,400千円

公債費
87,076千円

消防費
1,527,673千円 

◆上水道修理や水道料金に関するお問い合わせは… 
●修理に関して 
  ・福間地区  　☎42・7788 
  ・津屋崎地区 ☎52・4155 
 

●料金・開始・中止等に関して（8:30～17:00  土・日・祝日を除く） 
  ・宗像地区上下水道料金センター ☎62・0026 

ありがとう「水」ふれあい交流会 参加者募集！ 
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収益差引
4億1,877万2千円

事業収益
32億9,709万9千円

事業収益
32億9,709万9千円

事業費用
28億7,832万7千円

営業収益
2,756,886千円 

営業外収益
540,212千円

営業費用
2,788,899千円 特別利益

1千円 営業外費用
81,928千円

特別損失
2,500千円 

予備費
5,000千円   

資本的支出
19億9,518万8千円

一般改良費
1,366,377千円

拡張事業費315,950千円
企業債償還金
304,338千円

返還金 1千円

出資金
6,522千円

予備費
2,000千円 

補助金
382,174千円  

出資金345,032千円 固定資産売却代金1千円    

資本的収入
7億4,664万7千円

企業債
9,000千円

負担金及び寄附金
10,440千円 

資本的収支の不足額12億4854万
1千円は内部留保されている資金

（減価償却費などの現金支出を伴
わない支出）などで補てんします。 
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▲行方不明者捜索活動
　（阿蘇郡南阿蘇村）

▲派遣隊出発式

▲車両フロントガラスにクメール語で「日本の宗像から
　大いなる贈り物」とのメッセージと両国の国旗

隊
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平成２８年熊本地震へ
応援出動！
平成２８年熊本地震へ
応援出動！
　平成２８年熊本地震（最大震度７）の発生により、４月１５日
から４月２７日までの１３日間、宗像地区消防本部から車両３
台、延べ４２人を緊急消防援助隊（福岡県大隊）として派遣し活
動を行いました。

　平成２８年熊本地震（最大震度７）の発生により、４月１５日
から４月２７日までの１３日間、宗像地区消防本部から車両３
台、延べ４２人を緊急消防援助隊（福岡県大隊）として派遣し活
動を行いました。
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１ 災害時に備える備蓄品の一例

飲料水　　一人1日3リットルを目安に、3日分を用意
食品　　　 

下着、衣類
トイレットペーパー、ティッシュペーパーなど
マッチ、ライター、ろうそく
カセットこんろ（予備ボンベを多めに用意）
ビニールシート、新聞紙

ご飯（アルファ米など一人5食分を用意）、
ビスケット、板チョコ、乾パンなど。
一人最低3日分の食料を備蓄しておきましょう。

物　品　名
２ 非常持ち出し品の一例

飲料水
食料品（カップめん、缶詰、ビスケット、チョコレートなど）
貴重品（預金通帳、印鑑、現金、健康保険証など）
救急用品（ばんそうこう、包帯、消毒液、常備薬など）
ヘルメット、防災頭巾
マスク
軍手
懐中電灯
衣類
下着
毛布、タオル

物　品　名

携帯ラジオ、予備電池
使い捨てカイロ
ウェットティッシュ
洗面用具
ナイフ・缶切り（万能ナイフ）
紙コップ、紙皿、ラップ
ライター、マッチ

平成２８年度宗像地区消防本部消防吏員採用試験案内
１ 採用予定人員　消防職　４人程度、消防職（救急救命
士）　２人程度
２ 試験日　　平成２８年１０月１６日（日）
３ 受験資格
（１）共通の受験資格
　① 平成４年４月２日から平成１１年４月１日までに生まれた人
　② 平成２９年４月１日からの採用に応じられる人
　※日本国籍を有しない人および地方公務員法第１６条の
　欠格条項「民法の一部を改正する法律（平成１１年法律第
　１４９号）附則第３条第３項の規定により従前の例によるこ
　ととされる者を含む。」に該当する人は受験できません。
　③普通自動車、中型自動車、大型自動車のいずれかの
　運転免許証を取得している人または平成２９年３月末ま
　でに取得見込みの人

（２）消防職（救急救命士）の受験資格
　救急救命士免許を取得している人または平成２８年度実施
の救急救命士国家試験において資格を取得する見込みの人
４ 身体基準
心身ともに健全で、次の条件を満たす人

（１）視力は矯正視力を含み、両眼とも0.7以上で色力完全
　  であること

（２）言語明りょうで、聴力が左右とも正常であること
５ 受付期間　平成２８年８月１０日（水）～９月５日（月）
６ 問い合わせ
宗像地区消防本部消防総務課　☎36・2872
※採用人員等は７月１日現在における予定に基づくもの
で、変更になる場合がありますので御了承ください。

消防士募集

■試験種類　全種類
■試験日　　福岡・筑豊地区　１０月２３日（日）
　　　　　　北九州地区　１１月６日（日）
■願書配置場所　８月５日頃から消防本部・各署所に配
　　　　　　　　 置予定
■願書受付　８月２３日（火）～９月６日（火）
■会場　▽北九州（未定）▽福岡（西南学院大学）
　　　　▽筑豊（福岡県立大学）▽筑後（久留米大学御井学舎）

平成２８年度第２回危険物取扱者試験案内

イベント＆ニュース
危険物取扱者試験受験準備講習会

◎危険物取扱者試験の受験対策として準備講習会を実施。
■講習種類 乙種４類
■講習日時 ９月下旬、9:00～17:00
■受付 ８月中旬～
■講習場所 宗像地区消防本部
■問い合わせ 消防本部予防課☎３６・３０８０

拍子木貸出のご案内「秋季火災予防運動期間」
■貸出用途 防火夜回り
■貸出日 １１月１日（火）～
■受付期間 １０月９日（日）～１０月３１日（月）
■貸出場所 宗像地区消防本部
■問い合わせ 消防本部予防課☎３６・３０８０

平成２８年度第２回甲種防火管理新規講習会
■講習種類 甲種防火管理新規講習
■講習日時 １０月２０日（木）～１０月２１日（金）9:00～17:00
■受付 ９月２０日（火）
■場所 宗像地区消防本部　
■問い合わせ 消防本部予防課☎３６・３０８０

救命講習の受講者募集：受講料無料！！
　消えかけた命を救うのは、身近なあなたの応急手当。
　個人やグループでの参加をお待ちしています。
■講習種類

（1）普通救命講習Ⅰ
　  ７月１７日（日）9:30～１２:３０（３時間）

（2）上級救命講習
　  １０月１６日（日）９:００～１８:００（８時間）
　　※上級救命講習は１時間の昼休みがあります。
■講習内容／心肺蘇生法・ＡＥＤの使用方法・その他の応急手当
※受講料は無料です、お気軽にお問い合わせください。
■講習場所
　宗像地区消防本部　講堂
■受け付け、問い合わせ　消防本部救急課
☎３６・２４５５　FAX３７・００１１
電子メール:kyukyu@munakata119.jp


